
＊
＊
＊

《
問
題
Ⅰ
》   

漢
字
・
語
彙
力 �

（
40
点
）

●
解
答

第
一
問

⑴　
開
放
・
快
方　
　

⑵　
正
確
・
性
格

⑶　
豊
富
・
抱
負　
　

⑷　
容
易
・
用
意

第
二
問

⑴　
証
左　
　

⑵　
反
目

⑶　
迎
合　
　

⑷　
肉
薄

第
三
問

⑴　
猪
突
猛
進
・
エ

⑵　
厚
顔
無
恥
・
ウ

第
四
問

⑴　
パ
ー
テ
ィ
ー
で
母
は
得
意
な
料
理
を
ふ
る

ま
っ
た
。

⑵　
長
年
に
わ
た
る
研
究
の
成
果
が
問
わ
れ
る
。

⑶　
朝
活
に
読
書
を
導
入
す
る
学
校
が
増
え
た
。

⑷　
裁
判
所
は
物
事
の
仲
裁
を
行
う
機
関
と
い
え

る
。

■
配
点

第
一
問　
各
2
点
（
完
全
解
答
で
は
あ
り
ま
せ
ん
）

第
二
問　
各
2
点

第
三
問　
各
4
点
（
四
字
熟
語
・
意
味　

各
2
点
）

第
四
問　
各
4
点
（
並
べ
か
え
・
漢
字　

各
2
点
）

◆
解
説

第
一
問同

音
異
義
語
の
問
題
。
文
章
か
ら
意
味
を
考
え
、

適
切
な
漢
字
に
直
し
ま
す
。

第
二
問意

味
か
ら
二
字
熟
語
を
作
成
し
ま
す
。
単
漢
字

の
意
味
を
考
え
、
組
み
合
わ
せ
を
考
え
ま
し
ょ
う
。

第
三
問文

章
か
ら
適
当
な
四
字
熟
語
を
考
え
ま
す
。
正

し
い
意
味
と
使
い
方
を
理
解
し
ま
し
ょ
う
。

第
四
問ま

ず
助
詞
を
自
立
語
に
く
っ
つ
け
て
、
文
節
を

作
り
ま
す
。

⑴　
「
母
は
」
→
「
ふ
る
ま
っ
た
」
が
主
語
と
述

語
の
関
係
。
あ
と
は
、「
パ
ー
テ
ィ
ー
で
」
→

「
ふ
る
ま
っ
た
」、「
得
意
な
」
→
「
料
理
を
」

→
「
ふ
る
ま
っ
た
」
と
つ
な
が
り
ま
す
。

⑵　
「
成
果
が
」
→
「
問
わ
れ
る
」
が
主
語
と
述

語
の
関
係
。「
長
年
に
」
→
「
わ
た
る
」
→
「
研

究
の
」
→
「
成
果
が
」
と
、
主
語
を
説
明
す
る

言
葉
が
つ
な
が
り
ま
す
。

⑶　
「
学
校
が
」
→
「
増
え
た
」
が
主
語
と
述
語

の
関
係
。「
朝
活
に
」
→
「
読
書
を
」
→
「
導
入

す
る
」
→
「
学
校
が
」
と
、
主
語
を
説
明
す
る

言
葉
が
つ
な
が
り
ま
す
。

⑷　
「
裁
判
所
は
」
→
「
い
え
る
」
が
主
語
と
述

語
の
関
係
。
あ
と
は
、「
物
事
の
」
→
「
仲
裁

を
」
→
「
行
う
」
→
「
機
関
と
」
→
「
い
え
る
」

と
つ
な
が
り
ま
す
。＊

＊
＊

《
問
題
Ⅱ
》   

論
理
的
言
語
力 �

（
40
点
）

●
解
答

第
一
問

⑴　
エ　
　

⑵　
オ

第
二
問

問
一　
私
の
写
真
を
作
る
目
標
は
全
体
と
し
て
の

人
間
性
で
あ
っ
て
、
数
え
ら
れ
る
も
の
で
は
な

い
た
め
に
、
私
は
無
限
の
フ
ァ
ン
を
持
っ
て
い

る
と
言
え
る
こ
と
。

問
二　
⑴　
a
・
オ　
　

⑵　
b
・
エ

　
　
　

⑶　
e
・
イ　
　

⑷　
d
・
ア

■
配
点

第
一
問　
各
6
点

第
二
問　
問
一　
12
点

　
　
　
　

問
二　
各
4
点
（
完
全
解
答
）

◆
解
説

第
一
問

⑴　
文
全
体
の
述
語
は
「
消
し
た
」
で
、
こ
れ
に

対
す
る
主
語
は
省
略
さ
れ
て
い
ま
す
。「
び
っ

し
り
」
→
「
書
い
た
」
→
「
文
字
を
」
→
「
消

し
た
」、「
黒
板
消
し
で
」
→
「
消
し
た
」、「
き

れ
い
に
」
→
「
消
し
た
」
と
つ
な
が
り
ま
す
。

⑵　
「
絵
画
が
」
→
「
発
見
さ
れ
た
」
が
主
語
と

述
語
の
関
係
。「
昨
年
」
→
「
発
見
さ
れ
た
」、

「
田
舎
町
の
」
→
「
民
家
か
ら
」
→
「
発
見
さ

れ
た
」、「
ゴ
ッ
ホ
の
」
→
「
絵
画
が
」
→
「
発

見
さ
れ
た
」
と
つ
な
が
り
ま
す
。

第
二
問

問
一筆

者
が
「
フ
ァ
ン
の
大
き
さ
は
無
限
で
あ
る
」

と
説
明
し
て
い
る
箇
所
を
探
す
と
、「
間
接
的
に

無
限
の
フ
ァ
ン
を
持
っ
て
い
る
の
と
同
じ
安
心
を

得
て
い
る
」
と
い
う
文
が
見
つ
か
り
ま
す
。
そ
の

前
文
で
筆
者
の
目
標
が
個
体
と
し
て
の
人
間
（
数

え
ら
れ
る
も
の
）
に
な
い
こ
と
が
説
明
さ
れ
て
い

ま
す
。

問
二

⑴　
「
フ
ァ
ン
に
つ
い
て
考
え
た
こ
と
が
な
い
」

理
由
は
、
空
所
直
後
の
「
フ
ァ
ン
と
い
う
言
葉

が
好
き
に
な
れ
な
い
」
な
の
で
、
理
由
の
「
な

ぜ
な
ら
ば
」。

⑵　
直
前
で
試
み
た
こ
と
が
、
直
後
で
で
き
て
い

な
い
の
で
、
逆
接
の
「
し
か
し
」。

⑶　
直
前
で
言
及
さ
れ
た
数
え
ら
れ
な
い
も
の
を
、

直
後
で
は
別
の
言
葉
に
言
い
換
え
て
い
る
の
で
、

換
言
の
「
す
な
わ
ち
」。

⑷　
筆
者
が
「
安
心
を
得
て
い
る
」
理
由
は
、
空

所
直
前
の
筆
者
の
フ
ァ
ン
の
と
ら
え
方
に
あ
る

の
で
、「
だ
か
ら
」。＊

＊
＊

《
問
題
Ⅲ
》   
論
理
的
読
解
力 �

（
40
点
）

●
解
答

第
一
問　
B 

→ 

D 

→ 

E 
→ 
A 

→ 

C

第
二
問

⑴　
イ　
　

⑵　
ウ　
　

⑶　
エ　
　

⑷　
ア

第
三
問

⒜　
ウ　
　

⒝　
エ　
　

⒞　
イ　
　

⒟　
ア

第
四
問太

陽
の
リ
ズ
ム
で
は
な
く
月
の
動
き
に
合
わ
せ

て
野
菜
を
育
て
る
研
究
が
、
将
来
性
を
秘
め
た
も

の
で
あ
る
と
気
づ
い
た
こ
と
。

■
配
点

第
一
問　
10
点　
　
　

第
二
問　
各
2
点

第
三
問　
各
2
点　
　

第
四
問　
14
点

◆
解
説

第
一
問冒

頭
で
「
潮
の
満
ち
引
き
の
リ
ズ
ム
で
野
菜
を

育
て
る
実
験
」
を
紹
介
し
て
い
る
の
で
、
そ
の
具

体
的
な
説
明
と
な
る
B
が
最
初
に
来
ま
す
。
そ
し

て
、
B
で
述
べ
ら
れ
て
い
る
野
菜
の
成
長
の
要
因

と
し
て
、
D
で
「
起
潮
力
」
に
つ
い
て
説
明
し
、

続
い
て
E
で
「
言
わ
れ
て
み
れ
ば
」
と
、
関
連
す

測
　
　
定
　
　
す
　
　
る
　
　
能
　
　
力

漢
字
・
語
彙
力

論
理
的
言
語
力

論
理
的
読
解
力

論
理
的
思
考
力

論
理
的
表
現
力

漢
字
や
語
彙
を
使
い
こ
な

す
力
。
漢
字
を
使
っ
て
論

理
的
な
文
章
を
組
み
立
て

る
力
。

日
本
語
を
論
理
的
に
扱
う

能
力
。
一
文
の
構
造
を
論

理
的
に
つ
か
ま
え
る
力
。

「
こ
と
ば
の
つ
な
が
り
」、

指
示
語
・
接
続
語
な
ど
を

論
理
的
に
扱
う
力
。

文
章
構
造
を
論
理
的
に
解

説
す
る
力
。
文
と
文
と
の

論
理
的
関
係
、
段
落
と
段

落
と
の
論
理
的
関
係
、
文

章
全
体
の
論
理
構
造
を
把

握
す
る
力
。
趣
旨
を
的
確

に
把
握
し
、
小
説
な
ど
を

客
観
的
に
読
む
力
。

文
章
の
要
点
を
論
理
的
に

整
理
し
、
ま
と
め
る
力
。

論
理
的
に
説
明
す
る
力
。

お
も
に
記
述
力
・
論
述
力
。

他
者
に
向
か
っ
て
、
論
理

的
に
話
す
力
。
論
理
的
に

思
考
し
、
自
分
の
考
え
を

論
理
的
に
書
く
力
。

国
際
標
準
論
理
文
章
能
力
検
定
　
レ
ベ
ル
8
―
9
　
　
2
0
1
9
年
度
　
第
3
回 

解
答
と
解
説



る
例
を
出
し
て
い
ま
す
。
そ
の
後
話
題
が
変
わ
り
、

こ
の
研
究
を
め
ぐ
る
否
定
的
な
声
に
つ
い
て
A
で

言
及
し
て
い
ま
す
が
、
最
後
に
C
で
、
A
に
対
す

る
反
論
と
、
筆
者
の
意
見
を
述
べ
て
い
ま
す
。

第
二
問

⑴　
直
前
の
「
冷
や
や
か
な
声
」
に
対
す
る
答
え

と
し
て
適
切
な
文
に
な
る
よ
う
に
し
ま
す
。
直

後
の
「
～
に
直
結
し
た
研
究
」
に
つ
な
が
る
の

は
「
目
先
の
利
益
」。

⑵　
直
後
に
「
月
の
側
」
と
あ
る
の
で
、
対
立
す

る
「
太
陽
の
側
」
が
入
り
ま
す
。

⑶　
起
潮
力
の
説
明
な
の
で
、「
潮
の
満
ち
引
き
」

が
入
り
ま
す
。

⑷　
直
前
の
D
で
、
野
菜
の
成
長
を
促
す
要
因
と

し
て
、
潮
の
満
ち
引
き
を
起
こ
す
「
起
潮
力
」

は
月
の
引
力
な
ど
が
作
用
す
る
力
で
あ
る
と
説

明
し
て
い
ま
す
。
直
後
に
「
潮
の
満
ち
引
き
」

が
あ
る
の
で
、
空
所
に
入
る
の
は
「
月
の
満
ち

欠
け
」。

第
三
問

⒜　
直
前
の
「
太
陽
の
～
で
は
な
い
か
」
を
指
し

て
い
る
の
で
、「
仮
説
」。

⒝　
潮
の
満
ち
引
き
の
リ
ズ
ム
で
野
菜
を
育
て
る

研
究
に
つ
い
て
、
そ
の
将
来
性
は
計
り
知
れ
な

い
と
し
て
い
る
の
だ
か
ら
、「
研
究
」。

⒞　
山
本
さ
ん
は
、
起
潮
力
が
「
成
長
」
を
促
す

と
い
う
仮
説
を
立
て
て
研
究
を
し
て
い
ま
す
。

⒟　

起
潮
力
が
動
植
物
の
育
ち
に
与
え
る
「
影

響
」
が
大
き
い
の
で
、
レ
タ
ス
の
収
穫
量
が
増

え
て
い
る
の
だ
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

第
四
問一

般
的
に
、
野
菜
の
成
長
に
必
要
な
の
は
太
陽

の
光
だ
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
本
文
で
は
、

月
の
満
ち
欠
け
の
リ
ズ
ム
に
合
わ
せ
て
野
菜
の
成

長
を
促
す
研
究
が
紹
介
さ
れ
て
い
ま
す
。
筆
者
は
、

C
で
「
こ
の
研
究
が
秘
め
る
将
来
性
は
計
り
知
れ

な
い
」
と
述
べ
て
い
ま
す
。
こ
こ
で
「
太
陽
の

側
」
と
は
、
太
陽
の
リ
ズ
ム
に
合
わ
せ
て
野
菜
を

育
て
る
こ
と
で
あ
り
、「
月
の
側
」
と
は
、
月
の

動
き
に
合
わ
せ
て
野
菜
を
育
て
る
こ
と
で
す
。
以

上
の
内
容
を
条
件
に
し
た
が
っ
て
ま
と
め
ま
す
。

＊
＊
＊

《
問
題
Ⅳ
》   

論
理
的
思
考
力 �

（
40
点
）

●
解
答

第
一
問

⑴　
2
人
の
閣
僚
が
就
任
後
間
も
な
く
辞
任
す
る

事
態
に
な
っ
た
。

　
（
就
任
後
間
も
な
く
2
人
の
閣
僚
が
辞
任
す
る

事
態
に
な
っ
た
。）

⑵　
電
子
メ
ー
ル
や
S
N
S
等
の
通
信
手
段
の
発

達
に
よ
り
年
賀
状
の
発
行
枚
数
は
減
少
し
た
。

　
（
年
賀
状
の
発
行
枚
数
は
電
子
メ
ー
ル
や

S
N
S
等
の
通
信
手
段
の
発
達
に
よ
り
減
少
し

た
。）

第
二
問食

品
ロ
ス
を
削
減
す
る
た
め
に
、
事
業
者
は
規

格
外
品
の
扱
い
や
流
通
の
ル
ー
ル
を
見
直
し
、
私

た
ち
消
費
者
は
意
識
を
変
え
て
い
く
こ
と
が
重
要

だ
。

第
三
問青

年
期
は
主
観
の
情
念
に
の
み
固
執
し
て
し
ま

う
が
、
中
年
期
に
な
る
と
、
自
己
と
対
立
す
る
世

界
を
認
め
、
人
生
の
現
実
世
相
を
客
観
的
に
傍
観

す
る
余
裕
が
で
き
る
（
と
い
う
こ
と
。）

■
配
点

第
一
問　
各
8
点　
　

第
二
問　
12
点

第
三
問　
12
点

◆
解
説

第
一
問

⑴　
不
要
な
語
句
は
「
相
次
ぐ
」「
影
響
を
」
で

す
。

⑵　
不
要
な
語
句
は
「
習
慣
は
」「
衰
退
す
る
」

で
す
。

第
二
問食

品
ロ
ス
に
関
す
る
文
章
で
す
。
規
格
外
品
の

扱
い
や
食
品
流
通
の
ル
ー
ル
に
関
す
る
問
題
点
が

述
べ
ら
れ
た
後
、
食
品
ロ
ス
削
減
の
た
め
の
取
り

組
み
を
通
し
て
筆
者
の
主
張
が
述
べ
ら
れ
て
い
ま

す
。
筆
者
は
食
品
ロ
ス
削
減
の
た
め
に
ど
う
す
べ

き
だ
と
考
え
て
い
る
の
か
を
中
心
に
ま
と
め
ま
す
。

第
三
問「

青
年
期
と
中
年
期
以
降
を
比
較
し
て
」
と
い

う
条
件
に
注
意
。
傍
線
部
直
後
に
「
若
い
時
の
生

活
が
苦
し
い
の
は
～
精
神
上
の
余
裕
が
な
い
か

ら
」
と
あ
り
、
傍
線
部
「
精
神
上
で
の
余
裕
を
得

た
こ
と
」
と
は
対
立
関
係
に
あ
る
こ
と
が
わ
か
り

ま
す
。
一
方
、「
然
る
に
中
年
期
に
入
っ
て
来
る

と
～
余
裕
を
得
て
来
る
」
と
あ
る
の
で
、
傍
線
部

の
具
体
的
な
内
容
は
こ
こ
に
書
い
て
あ
る
と
わ
か

り
ま
す
。「
主
観
を
捨
て
な
い
ま
で
も
～
客
観
的

に
傍
観
す
る
こ
と
の
余
裕
を
得
て
来
る
」
と
あ
る

の
で
、
こ
れ
と
対
立
す
る
「
常
に
主
観
の
情
念
に

の
み
固
執
し
て
い
る
」
の
部
分
を
青
年
期
の
説
明

に
用
い
ま
す
。

＊
＊
＊

《
問
題
Ⅴ
》   

論
理
的
表
現
力 �

（
40
点
）

●
解
答

第
一
問　
エ

第
二
問

⑴　
①　

オ　
　

②　

ク　
　

③　

カ

　
　

④　

エ　
　

⑤　

コ　
　

⑥　

ケ

⑵　
⒜
　
高
い
（
大
き
い
）

　
　

⒝
　�

諸
外
国
の
将
来
へ
の
希
望
を
持
つ
若
者

の
割
合
が
日
本
よ
り
も
高
い
。

第
三
問諸

外
国
と
比
較
し
て
、
日
本
の
若
者
は
将
来
へ

の
希
望
を
持
っ
て
い
る
割
合
が
低
い
。
一
方
で
、

自
国
人
で
あ
る
こ
と
に
誇
り
を
持
っ
て
い
る
割
合

は
諸
外
国
と
差
が
な
く
、
自
国
の
た
め
に
役
立
つ

こ
と
を
し
た
い
と
い
う
割
合
は
い
ち
ば
ん
高
い
。

■
配
点

第
一
問　
5
点

第
二
問　
⑴　
各
2
点

　
　
　
　

⑵　
⒜　
2
点　
　

⒝　
6
点

第
三
問　
15
点

◆
解
説

第
一
問

ア　
フ
ラ
ン
ス
で
も
増
え
て
い
る
の
で
、
×
。

イ　
日
本
の
割
合
は
諸
外
国
よ
り
低
い
の
で
、
×
。

ウ　
日
本
の
割
合
は
低
下
し
て
い
る
の
で
、
×
。

オ　
イ
ギ
リ
ス
と
ド
イ
ツ
で
も
低
下
し
て
い
る
の

で
、
×
。

第
二
問

⑴　
資
料
2
の
数
値
を
正
確
に
読
み
取
り
ま
し
ょ

う
。
そ
の
際
、「
将
来
へ
の
希
望
を
持
っ
て
い

る
」
は
「
希
望
が
あ
る
・
ど
ち
ら
か
と
い
え
ば

希
望
が
あ
る
の
合
計
」
で
あ
る
こ
と
に
注
意
。

⑵　
自
分
に
満
足
し
て
い
る
若
者
ほ
ど
将
来
へ
の

希
望
を
持
っ
て
い
る
割
合
が
高
く
な
っ
て
い
ま

す
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
将
来
へ
の
希
望
を
持
っ

て
い
る
若
者
の
割
合
が
高
い
と
い
う
こ
と
は
、

自
分
に
満
足
し
て
い
る
若
者
の
割
合
が
高
い
と

考
え
ら
れ
ま
す
。
日
本
以
外
の
4
か
国
の
将
来

へ
の
希
望
を
持
っ
て
い
る
若
者
の
割
合
は
日
本

よ
り
高
い
の
で
、
自
分
に
満
足
し
て
い
る
若
者

の
割
合
も
日
本
よ
り
高
い
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

第
三
問日

本
の
若
者
の
意
識
に
つ
い
て
、
諸
外
国
と
比

較
し
て
わ
か
る
こ
と
を
字
数
以
内
に
ま
と
め
る
問

題
で
す
。

資
料
1
か
ら
日
本
の
若
者
は
「
将
来
へ
の
希
望

を
持
っ
て
い
る
割
合
」
が
諸
外
国
よ
り
低
い
こ
と

が
わ
か
り
ま
す
。
次
に
、
資
料
3
か
ら
「
自
国
人

で
あ
る
こ
と
に
誇
り
を
持
っ
て
い
る
割
合
」
が
諸

外
国
と
同
水
準
で
あ
る
こ
と
、「
自
国
の
た
め
に

役
立
つ
よ
う
な
こ
と
を
し
た
い
割
合
」
が
い
ち
ば

ん
高
い
こ
と
を
読
み
取
り
ま
し
ょ
う
。


